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　川村　正澄　

　学園の創立者川村文子の教育理念を基盤とし、豊かな人間性と個性の伸長を
はかることを教育の指針としております。
　小学校は、学園の一貫教育体系の第一歩として、基礎基本の徹底とともに複
雑化する現代社会の中で、もっとも重視しなければならない『こころ』の教育
を行っています。子どもは子どもらしく、生き生きと元気に過ごし、輝きなが
ら育つ中からいたわりや思いやりを育て、めぐり合う諸問題に対応できる正し
い判断力と勇気を兼ね備えた人間を育てたいと思っております。

　創立以来、「感謝の心」を基盤として「女性の自覚」「社会への奉仕」を建学の精
神とし、97年の歴史を通して今も脈々として継承されています。また、知育・徳育・
体育の調和のとれた、品性に満ち国際感覚豊かな未来に輝いて生きる女性の育成を
理想に掲げ、その実現に向かって邁進しています。

　『生き生きとした子（やさしい心）、健やかな子（じょうぶな体）、自ら学び自ら
考える子（かしこい頭）』を掲げています。

●１年生から始まる週２時間の英語授業では、音声面を重視したネイティ
ブスピーカーとのチームティーチングを行い、もう１時間は少人数制で多くのやり
とりを楽しみます。３年生になるとネイティブスピーカーによる授業を含め、英語
授業は週３時間に増加します。小学校卒業までに英検３級取得が目標です。

●温水プールを利用し、年間を通した水泳教育にあたります。各学年の達
成目標を定め、6年間で 4泳法を身につけます。

●課題解決のために必要な論理的な思考を身につけていくよう指導してい
ます。メディアルーム、情報処理室での授業に加え、４学年から一人 1台の iPad
を持ち、各教科にて ICT を効果的に活用しています。

● 6年間を通じ、自然観察やスキーを含む学年に応じた体験学習を長野
県蓼科高原の本学園山荘を拠点に行っています。

上級学校に
進むには

小学校から中学校へは、原則として小学校の推薦により全員
が進学できます。
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